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基
本
は
食
料
と
燃
料
と
水

組
み
を
作
っ
た
。
水
は
、
拠
点
に

ホ
タ
ル
用
の
井
戸
を
作
り
、
手
押

し
ポ
ン
プ
を
整
備
し
た
。
燃
料
は

拠
点
敷
地
内
の
大
量
の
間
伐
材
を

薪
に
し
て
、
乾
燥
し
た
も
の
か
ら

イ
ベ
ン
ト
で
使
用
。
食
料
は
５
㌔

㌘
の
米
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

と
し
て
家
庭
に
置
く
運
動
を
展
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

最
近
の
家
庭
で
は
米
は
何
時
で

も
手
に
入
る
と
思
い
、
ほ
と
ん
ど

在
庫
を
置
い
て
い
な
い
。
米
は
完

全
栄
養
食
で
あ
り
、
家
庭
に
置
き

場
所
を
確
保
す
れ
ば
問
題
は
な

い
。
玄
米
で
仕
入
れ
て
い
る
米
屋

と
災
害
時
に
協
力
し
て
く
れ
る
産

地
を
結
び
つ
け
、
日
常
的
に
そ
の

産
地
の
米
を
食
べ
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
長
期
防
災
に
も
役
立
つ
。

　

拠
点
周
辺
の
農
地
は
ス
イ
ス
の

よ
う
に
食
料
備
蓄
基
地
と
位
置
づ

け
、
農
家
の
協
力
を
取
り
付
け
る

準
備
を
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
は
地
域
住
民
が
支
援
す
る
都
市

農
地
対
策
に
も
な
る
と
思
う
。
究

極
の
飢
餓
対
策
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
拠
点
周
辺
の
農
地

で
、
動
物
や
植
物
の
生
き
も
の
調

査
を
し
、
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か

や
、
そ
の
食
べ
方
に
つ
い
て
も
教

え
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
ん
な
取
り
組
み
を
日
常
的
に

続
け
て
い
れ
ば
、
戦
争
が
起
き
て

も
生
き
残
れ
る
持
続
可
能
な
地
域

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ス

イ
ス
の
国
防
と
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
市

民
活
動
を
手
本
に
し
た
、
市
民
に

よ
る
税
金
を
使
わ
な
い
国
土
強
靭

化
だ
と
思
う
。「
道
の
駅
」
の
防

災
活
動
も
、
地
域
の
暮
ら
し
と
命

に
視
点
を
戻
し
て
み
れ
ば
、
ま
だ

出
来
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
。

「道の駅」にリスクマネジメントを

東京海上日動火災保険㈱公務開発部主任
郷間美保

　
「
道
の
駅
」
は
制
度
発
足
か
ら
20

年
が
た
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
各
地
域

の
創
意
工
夫
で
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ

い
の
場
と
し
て
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
と
便
利
さ

を
提
供
す
る
快
適
な
場
、
地
域
の
魅

力
を
掘
り
起
こ
し
発
信
す
る
場
、
地
域

産
業
振
興
や
交
流
の
場
と
し
て
も
進
化

し
、
道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
を
惹
き

つ
け
、
公
的
施
設
と
し
て
の
役
割
も
増

え
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
多
く
の

道
の
駅
が
避
難
所
と
し
て
人
々
を
受

け
入
れ
、
食
料
や
毛
布
の
提
供
、
ト

イ
レ
開
放
な
ど
多
く
の
住
民
に
感
謝

さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

救
援
復
旧
部
隊
の
前
線
基
地
に
活
用

さ
れ
た
り
、
被
災
者
救
助
や
支
援
、

復
旧
活
動
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
防
災
面
へ
の
期
待
は
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
道
の
駅
に
求
め
ら
れ
る

公
共
的
役
割
が
増
大
す
る
一
方
で
、

万
一
の
事
故
や
災
害
へ
の
備
え
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お

そ
ら
く
、
道
の
駅
設
置
者
で
あ
る
市

町
村
や
運
営
管
理
者
の
判
断
に
任
さ

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
の
公

務
開
発
部
で
は
、
不
特
定
多
数
の
人

が
集
い
、
地
域
産
品
が
集
積
す
る
地

域
活
性
化
の
拠
点
、
非
常
時
の
地
域

■
お
知
ら
せ

　
今
回
の
ル
ー
ト
プ
レ
ス
第
40
号
か
ら
、
新
た
に
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の
駅
で
こ
ん

な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
を
、

主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社
な
ど
を
代

表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲
載
希
望
の
会
社
や

団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
種
保
険
を
活
用

し
た
リ
ス
ク
の
移
転
／
災
害
時
に
お

け
る
市
町
村
と
運
営
管
理
者
の
役
割

分
担
の
明
確
化
や
連
携
体
制
の
構
築

／
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策

定
／
現
場
で
の
事
故
・
災
害
時
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
…
…
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

東
京
海
上
日
動
の
保
険
グ
ル
ー
プ

は
、
安
心
を
提
供
す
る
社
会
的
使
命

か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
地
域
全
体
の

安
全
に
直
結
す
る
公
的
施
設
な
ど
の

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
「
地
域
に
欠
か

せ
な
い
存
在
に
成
長
し
、
さ
ら
に
進

化
が
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
の
発
展

に
、
少
し
で
も
役
立
つ
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
」と
願
っ
て
い
る
の
で
す
。
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これからの『道の駅』に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙　回答用紙

　「道の駅」は登録制度がスタートしてから20年が経ち、新時代に入っ

たといえます。『道の駅』について、率直なご意見をお聞かせください。

Ｑ１．あなたが『道の駅』に期待するのはどんなことですか？

� （該当するもの６つまで）

①十分な駐車場、休憩スペース　　②地元の人とのふれあい

③経路や混雑などの道路情報　　　④災害時の避難所の機能　

⑤地域の歴史や文化を学んだり展示会など活動の場　　⑥近隣の道の駅の情報

⑦年中無休、24 時間利用可能などのサービス　　⑧防災備蓄や設備の充実

⑨地元や近隣の催事や観光情報

⑩災害の歴史を含む地域の地理的特徴の情報

⑪地域住民の寄りあいの拠点　　　⑫情報提供システムの整備

⑬その土地ならではの産品、郷土料理　　⑭災害時の復旧、救援活動の拠点

⑮周遊など広域的な観光情報　　　⑯感じのよい駅員（スタッフ）の応対　

⑰ソバ打ち等の体験　　　　　　　⑱緊急医療情報や災害情報の提供

Ｑ２．今まであなたが利用した道の駅で、道の駅らしい(お気に入りの)

駅はありますか？　駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）�

Ｑ３．道の駅らしくない ( お勧めできない ) と思う駅はありますか？

駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）�

Ｑ４．『道の駅』への要望・期待などありましたらお聞かせください。

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

Ｑ１：　
Ｑ２：　１）ａ．駅名
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　２）ａ．駅名　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　３）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ３：　１）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　２）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　３）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
Ｑ５：ａ）　　　　　県�ｂ）（駅名）　　　　　　　　　　　　
フリガナ���：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
　　　　　　　　　　　　　　　　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

①� ②� ③� ④� ⑤⑥� ⑦� ⑧� ⑨⑩⑪� ⑫� ⑬⑭⑮⑯⑰⑱
　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 26 年 5 月 31 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人�人と道研究会

ご回答方法

イ
ベ
ン
ト
に
も
使
う
釜
は
炊
き
出

し
用
に
転
用
で
き
る
。
釜
な
ど
は

常
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

道の駅への期待

防
災
拠
点
と
し

て
、
さ
ら
に
道

の
駅
の
機
能
を

強
化
し
拡
充
す

る
に
は
「
公
的

施
設
に
ふ
さ
わ

し
い
一
定
水
準

の
リ
ス
ク
マ
ネ

都城
徳永貢駅長

　気球を模した看板が目印。国の伝統工

宮崎県都城市都北町 5225-1
国道 10 号　　TEL.0986-38-4561

芸品に指定されている都城大弓と、都城木刀づく
りが日本一で、牛、豚、鶏の産出額も全国トップ
クラスであることを写真やパネル展示で詳しく紹
介しています。肉と焼酎のまちならではの加工商
品や個別に包装された郷土菓子が人気です。

みやま公園
小坂田奉文駅長

　東京ドーム40倍の広大な都市公園内

岡山県玉野市田井 2-4464
国道 30 号　　TEL.0863-32-0115

にあり、農産物直売施設では特産のきび、たかきび、
はとむぎ、黒米、大豆を使った「玉野五穀」が大
好評です。レストランの人気は、郷土食「たまの
温玉めし」、「たまげた丼」、「あなご丼」。「雑穀フェ
スタ」には市内外からのお客でにぎわいます。

たくみの里
飛田勝業務課長

　旧三国街道の面影を残す須川宿の玄

群馬県みなかみ町須川 847
群馬県道 53 号　　TEL.0278-64-2210

関口に位置し農産物直売所と食堂を併設していま
す。ふるさとの農村を感じさせる東京ドーム約
70個分の広い敷地に20軒の体験の家が点在し、
そば打ちやわら細工、竹細工など昔ながらの手づ
くり体験を楽しめます。レンタサイクルあり。


